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メッセージ 

健康の社会的決定要因の視点から、健康長寿の要因や、健康格差の縮小について、地域の力や、

個人の持つポジティブな心理社会要因に着目して検討を進める。 
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究・教育に従事(至現在)。2010 年より Harvard School of Public Health (HSPH), Research Fellow、

2018 年より T.H.Chan Harvard School of Public Health, Research Associate 併任。2019 年より北京大

学医学部招聘准教授。日本公衆衛生学会・日本疫学会・社会老年学会・健康教育学会評議員。 
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